

























研究課題名（英文） Mechanisms and potential therapy of autoimmune arthritis 
  
研究代表者  
















                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 
2008 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 
年度  
年度  
  年度  





























































































（1)GPI 免疫モデルでは発症後でも抗 TNF 抗
体、CTLA-4Ig が著効した。また、抗 GPI 抗体
に関してはこれら治療薬の抑制効果は、統計
的には CTLA-4 Ig に認められた。一方、抗
IL-12 抗体では効果は殆ど認められなかった。
(Matsumoto I, et al. Arthritis Res Ther. 
2008) 
（2）抗IL-17 抗体をday 7 に投与することに
より関節炎は有意に抑制された。またMR16-1
をday 0 またはday 3 に投与した群ではGPI誘
導性関節炎の発症はほぼ完全に抑制され，
day 8に投与した群でも関節炎は減弱された． 










節軟骨表面への IgG, C3 の沈着が観察された。
GPI 誘導マウスの脾臓から CD19+細胞や CD4+
細胞を除去した細胞群の移入では SCID マウ
スに関節炎を誘導できなかった。GPI 誘導マ
ウスの IgG のみの移入では SCIDマウスに関
節炎は誘導されなかったが、CD19＋細胞を除





の産生が多く認められた。(Tanaka Y, et al. 
Clin Exp Immunol. 2009) 
（4) 関節炎マウス脾臓におけるTNF関連遺
伝子の発現変動を DNA マイクロアレイ法を
用 い て 解 析 し 、 TNF α -induced 
adipose-related protein (TIARP)分子が他の
TNF 関連因子と比べて約 20 倍以上の差をも
って関節炎マウス脾臓で高発現していた。
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